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うに国内産業を転換させていくかをより総台的に

みることができる。輸出によって誘発された国内

生庄が波及していく過程では消費，投資，財政支

出等を経ていくのであるが，この全体を有機的に

結合するマクロモデル(/)開発にいかなりの労力を

必要とするので，ここでは消費たけを内生化して

波及フ゜ロセスを組立てている。

さて，分析対象となる1月はある程度工業化かす

すみ，輸出志向的工業化を推進している国でなけ

ればならない、アジア地域ではインド，シンりボ

ール，ホンコン，台湾，韓国がすでにこうした段

階に逹していると考えられるが，小諭ではデータ

の利用可能性，特に産業連関表(,?)｛五頼性などい点

から韓国を例として取上げた。モデルは一般性を

もグ）ものであるから順次他の諸国にも分析を広：f

ていくつもりである。

パお，われ」）れの分析ブレーム t―Iークの体系1ま

以下{))ようになっており，本稿はぐ t}ビ）一部：こずぎ

ないしたがって，本稿の計測結果からえられた

諸点について，コメントを加えてし、るが，最終的

にはモデルの全部門を計測した後に開発政策に対

する一つの提―けとして作業の政策的合意を主とめ

る予定である。

われわれの分析フレームワークは次の三つの柱

からなっている。 (1)国際間の分業バターンをその

決定因にまでさかのぼって解明する。 (2)現状の分

業パターンのもとでは，外国からい打効需要波及

によってどのように産業構造の変化が生じるのか

そ{))メカニス` ムを解明する。 (3)もし現状のパター

ンをかえて，新しい分業にはし‘ろうとするなら

ば，分業パターン決定因の動きからみてどのよう

な方向が可能か，特に韓国の場合には，どの上うな

産業で国産化が進み，自給率を低下させうるか，

あるいは，どt'）ような産業で一層の国際特化が可

能になる(/)が，さらにこうした新しい分業パター

ンのもとで外国の経済成長がどのように国内の産

業発展を助長していくのかをシミュレーション分

析する。

貿易と産業発展との関係にある場合には貿易が

産業発展の方向を導き，ある場合には国内産業開

発の結果として貿易パターンが決定される。どち

らの作用がより強いとはアデリオリには言えず，

この両作用を検討しなければならない。本稿は分

析フレームワークの(2)の問題に‘ーりたり，貿易→産

業構造という影響力を明らかにしたものである。

そのとき特化パターンを前提としており，さら

に新しい特化パターンのもと（特に新しし、国産化

計画でのもと）における貿易の影響力を吟味しな

ければならない。その意味て本稿はま寸現状の分

析に重点がおかれ，つづいて開発戦略のシミュレ

ーションを行なう。ただ本稿の範囲で明らかにな

たも＇とも基本的な点は，現状の産業構造は輸

入リーケージが大きいと思われることである。最

遥な輸入 l)ーケージの大きさを示すことはきわめ

て難しいが，現代の輸出優先工業化から国内市場

向産業の優先開発も苔えてみる頃に至っているの

ではなかろうか。日本の例でみるように経済発展

の起動力として輸入代替の力が非常に大きい点を

跨慮すれば，たとえ国内市場がまだ限りれていて

もなんらかの国内市場向工業化に目をむける必要

があろう。ではどのように国内自給化すれぼ良V

のか，その時，輸入リーケージはどうなるかは，

本稿につづいた研究で検討される。一連の研究が

終了した後に総合的に政策的提言を行なう予定で

ある。

本稿にまず，消費を内生化したI-0モデルを展

開し，つづいて，アメリカおよび日本の経済成長

がどのように韓国の各産業に波及しているかを示
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慮したとぎの拡大一ざれた 1•/1 得釆払と町ぶことい

できよう（後の便宜のためにこの拡大所得乗数を Q,

I I SA] i SをI≫ l ＿屯雑する＼ （il-3 

(3) 政府部門の導入

輸出振興が税収加もたらす影呼をみるために政

府郊門を導入する 0 税としては直接税，問接税、

関税を対象として取上けた。部門別間接税率を

T;l)とすると，間接税収人はこ’I'II'X，で示される

直接税を消入すると，可処分所得が影響を受け

るので上述のモ—;,Lは党吏を受：｝，る。し、［所得悦

率を tとすると，（4）式1ま

＾ ^  
C=C(l-t)VX・00(4) 

^^ ＾ ̂ となり (6)式の CVの部分は C(l-t)Vで置きかえ

られる。このとぎ 0)直す狂もの大ささは 1ごViXで

夜がい＼直接税は累進袢をもつのが杵通である

から実除の計測にあたってはこい点を苔慮する必

要があろ。

＾ ＾ 輸入閉税は輸入 (MX)に関税率 (T")を乗し

たも (’)(i，（］エレ lントい和として示される。

以上＝つの税収の合計額は

T＝こ〔T{mi+Tび＋t℃i)Xi

で示される（注 5)。

(4) 誘発労働および誘発資本必要量

生臼吹大に伴って誇布され；；；労働霊咆量iげIi門

＾ 別労働係数ベクトル (I、)を用いて下記のように示

どれン，)。

^ J,=J、 X-・..・・(7) 

I、=「八： （‘）」
O l .. 
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吋ーる投冗贔i)は限界資本係数べ 'll、/k ど］ーる

と'^
K二 KX・・・...rs>

ん。
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(） •K,,J 

となる。 Ol:6)

(5) 翰出水準し＇）決定

最終需要(FII)のうち当面の問題である輸出水準

い決定について岡単にモデル化する。

諭出ベクトルを E,相手国の輸入僭要所得那プJ

孔を ?yとす0相手口の経済成長の船呆増加する
軋勺廿増分ぱ

』E=r冷yE。・・・・・・（9)

9. m (） 
T | : j 
（）刀）・，し

どなるへ｝こだし［）・は相手国の経済成長率（スカラ

-), E。は基準年の輸出ベクトルである。

これを最終，畠要として与えることで，われわれ

は外国経済成長率の変化の国内経済への影響をみ

ることができる。

(6)式に(4)’'式の修正をほどこし，（9）式を最終需要

こすると次式か得られふ。

＾ 
4X= ［I-（I-SA) -I SC(l-t) VJ —I• 

I I-SiI --1Sr企l如••・ ••:]0 
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レオンJ-←にフ屎数に釆ずることて一次的牛介シ r゚

'-, 

効果を求める。 この付加価値1)、ら誘発泊費を求め

再び最終‘浙要としてレオンチェフ乗数に乗ずる。

これを繰返すことで誘発生光を求めご＼，、さこの和

を求めると，無限に行なった場合にはll0)3い）』直

結果と同様の値が得られる。 もちろん無限の謀以

しは行なし、得な‘v、J)で累積の 1%J‘}、内に新追加分

がなったときに叶玲を中止するとし、 9←)｛應立的方i夫

を採用した。

この過程をフローチャートの形で示した0 が，

第 1図である。
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（1．ぃ ，，り終ヵッコ内の部分は収泌するまで繰り返し

9回（功果（り累積に対して新だな附分が 1％以下

になる主で），9

（，し 1) i'lし'!! l : i柿ii l ：どし‘,＇、） i1z終;;,,])/J，h」、た 1．「こ

場，9「 ；,r ii業＼し,:;じ図を分析｛土-) 1：しこし＼る）〈；り

ーカ'‘,‘ ’'，l i又:1;,＇及入，＇） •閲分力9, II9［ぢ i．-l喩人1こ・[ , : et,9:1, 

」}、 j)，ilプ，［考，だ←，） V 9）ヽ ｛．； （，1:'r伯Il:'，；見げか1叶， 9 -）現',1:

11'.J -~i i,.'1 ・,: iよ/_,:I,'o 

I.::か，:、 Jに略］；疑，［蛤出 (E)ぐ予＇<'!: ; / !と',

：エ義！ こ崎人｛` し、数［定義！ ｝(!'iこ9

m 大：．• ●—ム＼ I ___—會
: (1111:,1＇贔 ')]t1 1. ＋ 1,＼＇ 

ー ＇よ、，一令Jし＇: .! : : :・ I, 冗 ' -F -l,，丁）

I l＇人：．，

＾ 
X,-slX+『＋E-Mfぃ1XI If‘’¥ 
- I-（I―介＊）.¥1・'{ Jー合」F'!I,.‘)． （1') 
=U-(J-M*)AJ-1{U-M*J'+E) -----(l') 

'.:る。 栢り出しノ因内l-i礼1::.りえる直按llり効炉:Iこ．）、、こ

9.t，杭入i糸数 ） ＾ ［，じ，T，tりだい止を了J_,i 〗し，力 ‘?l,i: ! 

',、力＼，即｛り /11'：環， Iコビス――-;t::.，llを必＇）ど'_ 1_ f;＇‘‘。 し

だ力＼ --_'ti"!:;' 忙 1!―、4こし，＼綺人応数ペ・［月` ，、て I,、;:9v'） 

[： ;: (9） ←次(9[J設及効呆しこべ）し、て： i過少叶（曲力｝）る。

（止公） 凡花止関｝くこ1L::1:ii'l・ fi：立丁ータ・か滉I)iし

ろし＼ご主るり>↓入9, 9J I: I f 見 .'lij'j 費 1 見 1 数~-内:—＇→J こし



　資料
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＾ もできる。いま賃金配分ベク 1・ルをlV,利澗1月II1ドベグ

＾ 
トルをRとし，それぞれの限界‘li牝lt性1r,1ベクトルキ

＾ Cw,
 CRとすれば(4)式は，

C=？？x=〔合令ぶ命令x.. ． •(4/ ）
~ r''l。＾ 叫叫・ • •t伽 1^'1凡・ • •?•11 
V = ［ ： ] W-f .．．． ] I{ =「 ・・
“0 ℃,.- ・ w1双92・・・幻1↓ ·I•1 四•、•r,し］ 

，L する．—とがでぎ')。 i,I; ［ 1 別；J、［界柏費性 In] ！よご，9 ，部門

の性格の差界に応じて阿名で異なるので(4')を用いる
へへ

のが刊ましいが Cw,C1:のァーク入手か困帷てある

から上，；心の）砂をと）た。

（注 3) 作正喩入係数か！l］いて消‘1'1を1)、J生化するに

は（注 1)の(1')式をIIIいればよいのでかるか，ここ

ては屈I開を］ない。詳しくは削掲書を参IMのこと。

（社： 4) 直抗税を所得税と，法人税とに分割すると

(4"）人II (；; jtぞiしの和ぷを畑， t1:,lすごと），

^ ̂  ＾^^ C=[ (1-111 ¥(,、"iv+(1-tn)C訊 VX

となる。これに対応してiI'［接税の総額ば

T/)＝迂(IIi'C(9,)＇t1/〈l 閃） ］四X,
となる。

(/1:5) 1,]じタイプ］）モデルにより l1本の］委助のし！オ

以負担，I!~~ii!:] ;,行＇Iっt:i•.，互に u. 次の＇う」，方法，，採 IL

Iと。もし屈助｝ごとっヤ外匡の経済成長が加速化され

れは，そし））糾呆日本からの翰人が増訓する。それは上

じう： 9し tこ｝ i }る iうf9，で IJf0J!→‘¥-K i 訂た‘，し，

紐児として税JIY..O)増大をもたらす。この結果援・lいの財

政［＇！担 1よ，見かけよりもかなり軽械これたも 0)-→；Pる。

(Iii中臼男 i！アジ―,.I ；コJ 枠出の 1,•ド 0 サ，業吋」店にりえ，9

影響」［『中央大学経済研究所年報No. 口〕 197(）年）~

(il: 6) 1~) •! Lわiiと19，］＇夕＇［プ o,;;o:数咬渭に，し．、-

U, 宮バ健ー•『仔筐溝灼 迎 I.,ij}析Lf 東i'万紐斉糾報ti

196:l年。
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計測結果を示す前に，韓国でモデルの計測を行

なうに踪して利用した汽料およびその加工方法に

つ＼、て節単にここで説町しておく｀

輸出ー…てー原資料としては

Ministry of Finance, Rep. of Korea, 

Fon:ign Trade of'Kore、I お上び

l¥Iinistry of Finance, Rep. of Korea, 

Statistical Yearbook ol Foreign Trade 

の各年版を利用した。商品別に時系列で1961年か

ら70年までのデータを収集した。輸出相手先とし

ては世界全体と主要輸出先で1'）る日本とア I1Jり

のものをとった（注 1)0

これを1廿手国のJi斤得：こよど）て説11，llする形(7)輸人

関数を加定，対数：ごよる回帰分析を行たって所得

弾力性を推定した。

世界；日本，アメリカの国民所得は

l l. N., Yeurbook of National,lcco11uts 

Stati．ヽtics,19凰 197ll.

にtったJ

しかし、この10カ年の間に商品分類の変更ある

いは追加などが行なわれ（このことはとりも直さず

韓国において新しい輸出品が急増あるいは父替のあっ

た_:_l：を示すもりでもる），必ずしも連続的にテータ

を取ることかできなかった。また輸出が初期年次

に， 1まとんどなくその災こ急増したものについて

は，弾性値が著しく高くなり，そのままを用いる

ことが困難なものも若千あった。このような場合

には他の清報によって補正しに。

充業連関表—―ー廂業連凋表は下畠の賓料に掲載

されてV、る1966年已）もりを利用しに。

韓国銀行『1966年産業連関表作成報告』，1968年

12月。

韓国銀行『1966年産業連関表』， 1968年12月。

原表は117音仰りで作成されている力',それを工業

製品を中心に71部門に統合して利用したでそU)対

照友l:t第 3表に示されている。計測結県の分析等

にはさらにそれを20部門に統合したものを利用し

ているが，計測そのものは71部門で行なっている。

波及効果の社測の場合に必要となる泊費酋已分比

率にこの連関長における家計泊費項目()用[戊比を
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　計測結果と政策的含意
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そのまま利用した、，その他，分析に必要となる輸

入／産出祁比率，付加価値／背出翡比令~....(間桜

税ー補助金）／廂出翡比率などは沖塁連閲人にがさ

れてし‘る数{II]の叶筍により求めたc

その他の釦'‘|

資本焚備索，労働者 1人胄りの{,t!JIl1]I耐直生附I生

は1968年の下記のt筍料によって推定した。

Economic Planning Board & Korean Recon・ 

siruction Dank, 1むj)（）rt (）)1 19(i8, 99ll•III9)Ig• ク

JIImlllJll(‘ll{rillg (‘{911Sl{,、‘,19t氾

しかし，芍 1次｝年翌筍3次庁茫：こ-)I,ヽてげ汀

料が得られ！；か，＇たりで，誘発責本必要覧因発冗

用労働拭は製造業左け；こドl{,、)，れたも（「）である。

1直接税閃｛系(T)デヽ ー^タお．tび限界消貸寸向はしl,

N.、｝1wrI)（）（）k()I N< Iti(/J19lI 4 1ロ・()11JII St(IllSI I(Ì, 

1%9. 

によ→た。

丈際にけえた1複は泊接税の所得弾力性はl.799, 

悲準年の平均悦字は 4.4%，限界消的性向は 0.74

である。

(t l l) 1968り士':,):; :';牛 l'：)）し~'9・,人，＇―，}

99、If' ，i)  1, 1 [i : l, t J̀ /i、(fふ 9)4.3, 68':’’ーベfI: •i ヽ ': i「[I i, t 

24.44% を• I’Iぶ：，―＜-、‘―,0 

J¥,' ,ii・測糾閉ビ政伯i『J

1. 韓国の諭出商品構造

はじめに，韓1目の商品別輸出閃紋ハ叶測鈷果を

とりあげよう,, 1960~1970年間の芯出＇だばにもと

ろいて，アメ l)J]市J:r,}，向，「1本市叫叫：，tlli: --，¥、

てそれそれぶ貪人孟要）叶得弾り性を lll測し' \~ 1衣

に要約されてし、る。ただし，こい紡児は買易統叶

から分粕した商品群に1閉iるも(')で，連閃応］）分

類に対応させるためにこ U)後に百揺叶戸を行な/)〔

いる。
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さて，讐国の輸出構造をみると，合板など0木

製晶繊維製品，虚気機械が大ぎなシェアーを占

めており， しかも、 これらの商品の輸出伸び本が

井常に高いごとが注目される。韓国経済の翡度成

長がこうした輸出向丁］長の発展；二負ってし、ると、‘

~)れて＼、ヽるが， その應味で、 シェアーしり大きし、こ

れら濶品輸出の国内産業：こり＾える飩向と［周べるこ

とは， ‘t後の発）艮(])］］向をさぐるうえで非‘！府に lじ

喝である。

だ竺，相手国別；—-五れば、 こわら軽丁業品の市

場は， アメ I)一り市場向が非‘l;［『に大き＼、、C・日本市場

向は，織脊忙／j託I など C'）原料力』比較[[J 名 1•‘）そい特

東プ・l 11 }J市場の動向が工業化にどって特に屯要

てふるが，その際日本との競合か間題に位，，てく

る）日本リ．）翰出ンエアーが後退し｀市Jりと11:]放す

るごどに上ぅて、 どし.'),_tうに贔が国の工業化に姐賃野

を与えるかど 'v‘ う間題も， 日本(7)経済協力政策、

呼：竺讃整政策と（り閏連で非常に爪要な研完諜唱で

応る

さて，愉出関数I~―よって推叶された輸人謡苺所

得弾力性：、t, 一般に行慈水別が高し、が、この10年

間こ低水準から急速に拡大してきたfこめ，こ推叶値

が高くれる傾向が五ちれる「日本向翰出り場合に

は弾り『L:i＿一般に＿1～ 6にもり、か欠り安定して

し、るが，それでも日本の翡度成にと芸屯すると高

くはる似，tl)が五らitるっ

今後こうした高し、弾力性が期待されるかどうか

間悶があり，これからの韓国輸出は，繊維製品の

愉人視制の例のようにアメリカの保護主義の動き

に口：）吋処して＼、くかが注目される。

日仁およひア、｛ l)り0経済成長；こよ．）て翰出商

品がど U)上うに誘発されて伸びるか，その推計値

が成長率の諸々のケースに→し、てまとめられてし‘

る。両巾場は，韓国翰出にそれぞれ異なった影芸
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をりえているが，アメ 11，りの経済成長（ハ伝迄は，

繊維製品，椎貨類，合板などであり． H本ltこれ

らの製品以外一次咋品が伝達¢)役',1;i]を果た十

2. 国内生産に与える影宏

誘発輸1廿が決定されると、われわれ(I)モデルに

ょ9)て誘発生廂が壮測される 3 結果は71部門を統

合して□（）部門につし、C主とめちれてし、る，9

(1) 国内生咋に仔える乗数効果

われわれは，直接貿易釆数を求めず，モデル豆）

収紋計算を行な 9)たが， 9回のくり返しでおわ，

た。日本の坪業連関モ戸 1レでは， 令<In]様力方社，

では17回ものくり返しが必瑚で夜），＇たが，これど

比較すると，輸人 1)--Jrージが大きくて有効需；返

の妓及テロセスの作用が弱し、と結論されより。＇悼

国の｝年業構造枯盤の浅さが(H本ど比較すると）日立

ってし‘る。

翰出乗数をみると， H本向の成長率5％と想定

したとき，牛府にりえる乗数効果は第 1次誘発で

は1.7（レオンf (J  -7戒数），第9次主でい訪発では

:-1.'.I (レオンテ｛丁フ乗数とケ f シ~ズ釆数ビの合］合）

所得：こ与える釆数灼［は．それ巴れ，（） • 7およびl.7 

である， アメ I)-CJ．'）径済戌艮率か 5'’l）と見＼定し左

とぎ：こ tに牛酋：釆数はlけと：．¥.:1, 所得l・)乗数は，

(），7とl.7てある（，日本とア ill力それそ｝9,；I)市坦

向に輸出商品か異なるいで特干釆数り）くぎさ：こ王

が出ているが， 店本的には第 1次で，生庁か18, 

所得か（）7, 最終累，；1では，生性か．第 1次い竺

信．所得か '.2.1倍U)値の乗数効果を示し―こし、る。

これらげ＼愉出乗数は日本J)ケース（第 l]：生庁釆数

こ］，累9,11こ（），附、111,1りi件乗数：3公へ） と比鮫すると相当

小さ入伯で危る 鰭局輪入 I) —ゲーン‘が大ぎくて

田内い波及デロセズの作用が昴＼ ‘o

どころで，ー「業化(/)初期段階は｀一般にまた創

没 9 れでし、る産業放が少なく，輸入依存度かどり

しても大きくなるつこ v丁翡果， i籠外から (7)経済戊

長 U)伝逹力は況い。しかし，雁行形態論て示され

て'、‘るような輸入代替が進むならば，それに」｀＇う

て1卒業間い連閏効果が累積的に強化さわていく。

祈LIゞ＇産業 M)介ll戊ぱ，辿関効呆の環を強くして，

外且］から始発した舒済成長豆）起動力が十分伝）土：；
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れてくるのである。日本の経済発展は，このよう

に国内市場の拡大と併行して輸出産業が発展して

いった。

こうした点を考えると，韓国の輸出優先工業化

は今日一つの転換点にさし迫ってきているのでは

なかろうか。過度の輸出優遇政策から国内市場向

産業の育成，輸入代替的工業化の可能性の検討を

はじめても良い段階に達している。われわれは，

次の韓国経済の課題としてつづいて輸入代替的工

業化モデルをとりあげる。

(2) 産業構造に与える影響

生産構造に与える影響は，第 1次誘発生産につ

いてみれば，日本向輸出とアメリカ向輸出とで相

当異なっている。日本向では，繊維製品22.15%,

紡績16.30%，間接部門12.5%，農林水産10.40%

が特に誘発される産業群であるが，アメリカ向輸

出では，雑製品24.25%，繊維製品19.30%，間接

部門15.07%，紡績13.81％とが目立っている。

しかしながら，最終生産でみると，両市場の差は

それほど大きくはならない。共に農林水産業部門

(20~23%)と間接部門 (22~23%）への波及が強

くあらわれており，その他に，繊維（紡績および製

品） 21~23%，アメリカ向輸出で雑製品13％とな

っている。

以上のような特徴が明らかになったが，ここに

も韓国輸出の問題点がいくつか指摘される。第 1

に，繊維産業が海外経済成長のもっとも大きな伝

達バイプ役を果たしているが，繊維産業そのもの

が世界的に需要の伸びの限界が指摘されている。

特にアメリカの保護主義，他の輸出国の台頭，な

どが問題点で今後韓国の構造転換（輸出産業の多様

化ないし高度化）の必要性が出てくるであろう。

第2に，雑製品輸出はアメリカとの異質的分業

にうまく成功しているが，今後の問題は日本との

分業であろう。要素賦存状況に大きな差があるア

メリカとの貿易の方がより分業の範囲が大きい

が， 13本との分業は，むしろこれから政策的に創

造していかなければならない。 13本の産業調整が

如何に進むかが韓国の対日輸出（雑品を中心とした）

の拡大を決めるボイントになるであろう。その際

H本企業の進出如何も新しい分業バターンの創設

の時機および大きさを左右するであろう。いずれ

にせよ， H本との分業パターンの形成がこれから

の韓国の産業貿易政策の重要な柱になる。またそ

のために13本の経済協力が一層促進されることが

期待される。

第3に，第1次部門への貿易の影響力が非常に

大きい点が注目される。まだ所得水準が低いため

に消費がどうしても食糧に向かうけれども，工業

品国内市場形成という見地からみると，貿易のエ

業成長誘発効果が減殺されている。前述の輸入代

替政策とうまくリンクさせて，需要の面からもエ

業品国内市場のより急速な拡大が基本的な課題で

あろう。

第4に，間接部門への誘発効果が非常に強いこ

とから，輸出産業の発展と調和のとれた社会的下

部構造の増強が強く要請される。輸出市場の動向

は最終的に社会的間接部門に驚くほど大きな作用

をもたらしていることからも，韓国経済全体にお

ける輸出問題の重要性が再認識される。

3. 純外貨獲得率

輸出の拡大に伴って生産が誘発されるが，その

時当然輸入も誘発されている。輸出による外貨獲

得のうちどの程度そのために必要な輸入によって

再び支払われなければならないかをみると，第1

次生産だけをとれば， 12%，最終生産まで考慮す

ると20％になる。すなわち，輸出によって得た外

貨は80％程度は国内に残される。もちろんここで
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いう輸入は＇I:産に必要な中間財であっに―,'迂屈設

備を含んでいない。もし資本財の輸入も含めると

相当国内残留部分が小さくなるであろう。他の

IIt測例（注1)でい純外貨受取は釣75％という値：こは

っているがわれわれの計測ではもう少し事態は改

善されている。しかし， 80％の純外貨受取率も決

第 2 表 而 {9卜成長の外 Ir.li圭済へり枝没
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II本人長率が 10％の＇ r ース （単位： JI)（）（）ドル）
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せることによって，

日給率を向＿しさ

これを高める可能性を検討し

なければならたい。輸出による外貨の獲得か，輸

）して高いものではた＜，今後， 人代替による外貨（］）節約かといった政策岡題にグ）

いても十分数量的にアフ゜ローチしてみなければな

らないであろう。
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　産業別の特性と貿易の与える影響との関係
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産業別に毒発輸入を五心と，農林水任業部tiりが

大きい。原料輸入国という韓国経済の構造的な特

徴があらわれているが， いかに加工度を高めて付

加価値を大きくするかが／；後(')課題であろりへ

のよう t[）j向での産業構氾転換（輸出構，1立も1llJ11かに）

がやはりこれからの最も重要な問題点になる。

（注 1)

I•り参肥。

＞
 

原せ天『韓国］）経済成長』 1月際間題研＇舛所

産業別の特性と貿易のゲえる影轡

との関係

最後に7(h兄業までおりて，両外の経済成恥こよ

って影響を受けている産業は，韓国の産業構造の

なかでどのような特性をもっているのかを産業別

に検討してふ［、う。すてiこ，！万iIわれは}()71.：卜ぽ貿

易研究会恨化で韓国の輸出性文の特化沢‘Iに1月を詳

細に検討してきたが，

そ

ここでは，海外からの有効

面要(/)波及を呼け易い産業の特性を明 t)かにす

こうしに似別産業ヘースで貿易と咋業と e!）関る。

係が，吟味されれば，今後の産業・貿易転換政策

に重大な示唆がえられるであろう。紙面の制約の

ため，

ることかでさなかったが，｝囚本的な問凶，’，＇，'、を順次

とりあげてみよう。

1. 

かれ」）りは必ずしも 1→分な特性をビり々）げ

アメリカ経済依存型産業，

型産業

日本経済依存

第 1次生荘てみると，輸出依存度が札業によっ

て相当異なり，図の上右方に位置する輸出産業の

数は限られるが，最終生産まで若慮するとかなり

数多くの庄業が海外術嬰にな人らかの影咆臼と受け

ている。そのうち45゚ 線より下の産業か圧倒的に

多く，アメリカ経済依存型といえよう。

依存型廂業は主として第 1次pt業である

日本経済

↑ヽ浚こ

の45゚ 線を突破して上力に向がう産業はしい荏度
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あらわれてくるであろうか。

ターンの創造を考える際にもっとも基本的な問題

である。

叫玉に必要投資しり大きさおよ山誘発輸入U)大

: :についても産陀サ1]の比較か示さ几ている，
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に） 最終累社必要投資
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2. 連関効果と貿易依存型産業

すでにみたように，経済間発は1-1」内の産業連1月

効果を強化するようにすすめられなければなら、忙

いが，現在の輸出産業の連関効釆はどU)程度のも

のであろうか。連関効果には，前方連閃と後方連

関との二つのクカ果があるが，特に後方連閃効果，

ずなわお当該廂業の成長が他の産業をどの程度引

張っていくか（打効需要の創出を通じて）とし、ャC)方

が屯要である。そこでわれわれは，連関表によっ

て感応度係数と影響力係数を計測し，それによっ

て連関効果を推計した。前力連間を示す感応度係

数は廂業間であまり大きt（差がみられず，図示し

てもほとんどのケースについて叫味ある結果がえ

られていない。以Fでは，影瞥力係数 (1役｝］連関灼

果）と貿易依存度との関係を検討してみより。累

計生庄の小さい産業は影瞥力係数も小さく，貿易

依存度(})I:liい産業は（影醤豆）｛系数り）小さいのもみられ

るが）一般的に強し、影噛力とも＇）傾向がある。何

外として，衣服や雄製品かあけられるが，韓囚咋

業ぃ ll、ーディング性業は，輸出依存型とし、りこと

ができより 第1次ll忍発生庁で Cなれば，影閉力係

数か大きくとも，主だ生産規模が小さ＼ヽじ）が 1次

産業を中心にみられる。こうした産案に＇）いて輸

出を伸はせば輸出の他の産業への皮及力が大きく

れる (T)で，新興輸出商品として今後の開発目椋に

な，らであろう。

誘発輸人の大小と影将力係数としl)関係とみれは

一般に双曲線をえがく。＊なわい影孵力係数の

大き，り、産業は（特に一次輸人で〕あ主り輸入必疫量

を要しない。誘発輸入の大きい産業は一般に影密

力は小さくなる。例外として，影密力が大きいの

に，輸入リーケー；‘/び大きし、産業として，鉄鋼お

ぅ0
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第 3 図 誌発生産と影四カ係数 （イ） アメリカ向輸出のケース
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第 4 図
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よび金属製晶，非鉄金属および同製品，基礎化学

製品（石油製品）があげられる。こうした重要基礎

産業の輸入伐替はがなり工業化が進主ないと難し

く，また規模の経済が達成できるだけの市場が生

まれているかどうか問題があるが，いずれにして

もこうした汎業vり輸入代替的工業化ヵ弩いしくて

もまだすぐには達成できそうにない，

3. 賃金水準，生産性，資本装備率と輸出依

存度

すでに，行金水準，生産性および汽本装湘率の

輸出に与える影響を前述の報告書でとりあげてい

るが，ここでは，誘発生産の大きし‘1危業の特性を

咀らかにしておこう。

まず，賃金率との関係をみれば，アメリカ向輸出

により強く依存している産業は，低貨金になる飢

向がある。主た誘発生廂のきわめて小さし、国内 1）花

業は（高賃金産業もみられるが）低賃金産業が非常

に多い。賃金水準は輸出誘発か大きくなるにつれ

て低→高→低という山咽をえがいて＼、＜。したが

って，輸出志向部の経済発展をとげている韓国で

は，輸出実績の良い産業が一般より高い賃金支払

いが可泥になるが，輸出茄大姐模に成長するには

やはり低賃金が，その支えとならなければならな

Vヽ

゜
生産性との関係は必ずしも町確でないが，アメ

リカ1hJ輸出によって誘発される産業部門は一般に

生産性が低い。もちろん，その他の産業でも低生

！附性の部門が多いが，少なくども生産性の高くれ

った新しい部門はまだ輸出によって大きた影響を

受けるまでに至っていない。その意味で，現在の

商品構造のもとでの輸出優先は，韓国経済の生荏

性上昇に必ずしも貢献していない。ただ，経済発

展の動態的なプロセスでは，どうしてもはじめは

こうした新しい高生産性部門の役割は国際分業で

は小さく，やがてこうした高生産性部門が発展し

て，輸出にのり出してくることが期待される。現

在の輸出構造のもとでは有効術要の波及がこうし

た高生産性部門の成長を促す力が非常に弱く，こ

の意味でも構造転換がなければ，外国の経済成長

の伝達のパイプが小さくなっているのである。

H本についても，高生産性部門の誘発力が非常

に小さく，この恵味で日本の経済成長の所得形成

泥力が限られる。

資本集約度との関係でみると，明らかに輸出依

存型の産業は労働集約財に限られている。労働集

的的で低生産性であるが，低賃金に支えられて国

際競争力が強化されているのである。そして，：：：：

のような競争規定因の作用から当然アメリカとの

分業がより広い範囲で進められてVる他方で，日

本との分業が限定されている。かくして，ここに

一つの結論として，日本の労働市場がこれからど

のように動いていくかによってH本との新しい分

業パターンが決定され，それが究朽的に韓国の輸

出の大きさを決定する。と同時に新しい生産性の

より高い産業がどこまで新しい分業パターンに：ょ

いってくるかという構造転換が日本註よびアメ 1)

力との貿易の将来で大きな問題になろう。たびた

び指摘しているように， H本の経済協力にやぱ

I)日本自身の産業調整に向けるべきであり，新た

な市場開放をどう進めていくかが， 日韓の調和の

とれた発展のため1こ十分険討されたげれはならな

い。韓国側も輸入代替工業化の可能性を囚内市場

拡大策とならんで今後真剣にとり組んでいかなけ

ればならない。
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第 5 図 共金率輸出誘発生産 日）アメリカ向輸出のケース
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第 6 図 生産性と輸出誘発生所 （イ） アメリカ向輸出のケース
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第 7図 没本装備率と怜出誘発生産 （イ） H本向輸出のケース
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わりに
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おわり こ’3. 

韓国経済は外国経済への依存度が非常に裔い。

高度成長をつづけながr）も，なお経済基盤())強化

に遅れがみられるが，今後，もちろん輸出市場に

おける積極的な高度分業ベター：へ（，り転換が必咬

であるが，さらに輸入代替的な「業化の方向も十

分検討しなければならない。こうした問題に対し

て，われわれはさらに計量的な手法で構造分析を

進めていきたい。一連の作業が元了した時，1以でお

調査研究双書

高梨博昭糧

フィリヒ゜ンの金融事情

410頁 2000円

山本秀夫・野間清編

中国農村革命の展開

400頁 2000円

斎藤一夫編

台湾の 業 上・下

らためて韓国の工業開発政策に対するわれわれの

分析の含意をまとめてみたい。

汗氾 この論文ぱ1971年度貿り研究：：報告（近刊）

に含まれる論文を加筆修正して短くまとめたものであ

る。］［細じついては前掲報告を太照されtいなお

韓国の工業開発政策について総合的な提言は一連の訃

祉的う析を終了しだ後に主とめ巧予定ズあり，本稿り

政策的含意は，本稿のモデル分折で明らかになr)に諸

、＇ばか「推綸これた朽定的なものてある。

（、1|中・山央！f町疇JJJぃ＼授）
、Itf原・粁済兌 l 淵｛：‘.部

アジア経済研究所刊行

フィリビンの金融制度1こついて，その背景と発達の歴史

を概観し，各種金融機関の実態，金融政策，為替管理，

開発のための査金調逹機構などにつき，できるだけ網炉？

的に解説し，それぞれの特質について明らかにする。

本書は， 1920年から60年代を軸として，懇村社会枷造り

把握，農民革命・土地革命の特質，集団化の必然性，諸

矛盾のIiと開とその解沖，人民公社と所有制＂問坦等，莉

進気鋭のきめ細かい論文で構成されている。

戦後急激に復共した台湾経済の歴史的経過をふまえ，そ

の背後で着実・健全に発展した「模範生」台湾農業の，

現時点における閲題点・矛盾点を分析，究明し，国際II’J

各 1800円 位置づけの中で台湾農業を総合的にとらえる。

南 亮三郎編

韓国人口の経済分析

240頁 1700円

可能な限り古い時代の人口記録まで遡り，韓国人口の増

加趨夢や増加バクーンを明らがにしながら，朝鮮尉乱り）

災害から立ち直り1962年からの 5カ年計画以後の経済成

長のかげしこ潜む幾多り）経済的・社会的問図をえぐりだす

アジア経済出版去発沈
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